
最後の暫女小林ハルの直弟子

顔面躇妄超も郎紛
平成20年9月21日（日）NHK青山荘

【昼の部】14：00開演（13＝30開場）　夜の部終演後、同会場にて懇親会あり（要予約）

【夜の部】17：00開演（16＝30開場）料金／3，000円　懇親会／3，500円

昼の部、夜の部また懇親会参加を明記し、下記の口座にご送金ください。
確認後チケットを送らせて頂きます。

郵便振替　00270－2－47154　川野楠己

官女とは、盲目の女性の旅芸人といわれ、娯楽の乏しい時代に三味線を持って農山村の
奥地にまで訪ね、村人たちとの交流の中で慰めと文化の情報を届けた。江戸期には全国
に見られたが、明治期以降新潟県にだけ3～400人が残り、昭和40年代に糞を消した。

郵汁騨慧㈲夜の部後厩
「まだ見ぬ父を追ってひとり高野山へ登った石堂丸は・・・」

そのほか「越後追分」「鴨緑江節」など

昼の部前段・夜の部後段

萱森直子（かやもりなおこ／津軽三味線グループ「どってん」主宰）

新潟県出身。立命館大学卒。平成5年から小林ハルに認められ、その芸を

習得。その間、高田暫女・杉本シズにも学ぶ。ハルが持つ越後の風土の中

で鍛えられた飾らない荒々しさと、剛直な歌いぶりを受け継ぐ。
「ハルさんの芸は正倉院御物のようなもの。現代人の勝手な解釈や感覚で手

を加えたりしてはならない。」と本物の菅女唄の伝承に努力している。

小林ハル
（1900年／明治33年～2005年／平成17年）

新潟県三条市生まれ。生後3ケ月で失明。
5歳で督女の修行に入り、厳しい躾と掟の中
で生涯を案いた長岡系の官女。
500余の替女唄を記憶し、強靭な精神で耐え
忍んだ生活を歩んだ。無形文化財保持者。
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企画・制作「萱森直子の暫女唄をきく会」電話045－591－8771（代表　川野楠己）

外苑前一→



ご　案　内

萱森直子の暫女唄をきく会・代表

曹女文化を顕彰する会　理事

川　野　　楠　己

梅雨の季節です。不順な天候が続くなか、日々ご健勝にお過ごしのことと

御慶び申し上げます。

来る9月21日（日）に東京、青山にて　最近注目を集めております

『曹女唄』をきく会を開催いたします。同封のチラシをご覧ください。

口演されます　萱森直子さんは、小林ハルさんの最後の直弟子の方です。

晩年の小林ハルさんに認められて、亡くなる間での十数年間、ハルさんの下

に通って、ハルさんが持っている曹女唄の多くを伝授されました。もともと

新潟市の出身で、津軽三味線を身につけておられましたので、三味線音楽を

受け入れる芯を有しており、越後の風土で鍛えられたハルさんの芸を　素直

に受継いできた貴重な方です。

この萱森さんの努力によりハルさんの暫女唄が形を崩すことなく、現代に

よみがえりました。

初秋の一日のひとときを、どうぞその萱森直子さんの公演による

『小林ハルさんから受継いだ　越後の曹女唄』

をご堪能いただきますよう、改めてご案内申し上げます。

尚　夜の部の終演後の懇親会では、萱森さんから　アンコールの演奏や津

軽三味線の弾き語りも聞かせていただけることでしょう。

せまい会場ですので定員になり次第　締め切り　とさせていただきます。

お早めに同封の振替用紙に、住所お名前をはっきり書き込んでご送金、お申

し込みください。入場券をお送り申し上げます。

お待ちいたしております。 敬具

問い合わせ

〒224・002各棟浜市都筑区大棚西3・6・1001

電話　045・591・8771（川野）
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